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１． はじめに
昨今、私は児童養護施設職員（註１）（以下職員と表記する）から「仕事がしんどい」という悩みを聞
くことが多くなっている。その理由として考えられるのは、まず入所児童の抱える背景の変化と複雑
さと、そうした課題に対応するための制度的不備であろう。また、児童観や福祉観の変化などの児童
養護実践を取り巻く観念のレベルの変化にも注目することができる。例えば児童の権利条約の理念は、
大人と子どもとの関係に新しい価値観をもたらし、児童養護施設での子どもと職員との関係の在り方
にも再検討を迫ることになっている。また、１９９８年の児童福祉法の改正以来、実践には施設内での子
ども達との関わりだけでなく、家族との調整や家庭への支援、児童への心理的・精神的援助、また治
療的援助等、高度の専門性が職員に要求され始めたことも要因の一つとして考えられる。
児童養護実践は常に社会状況の変化や、外部からの要請に影響されている。しかし、児童養護施設
という制度では、問題や課題に適切に対応することが難しくなっている状況が、職員に困難さを感じ
させているのではないだろうか。
現在児童養護施設が置かれている状況を改善するためには、児童福祉施設最低基準等の改正が必要
であり、現在も議論が継続中である。本稿はこうした議論をふまえながらも、実際に職員がどのよう
に社会状況の変化や、新しく導入された制度を受け止めてきたのかという点に注目している。
２． 先行研究と問題の設定
２０世紀末に我が国でも批准された児童の権利条約や、それに伴って改正された児童福祉法等、児童
福祉の理念や制度は近年になって大きな変化が起こり、現在児童養護施設での実践の変化が進行中で
ある。
こうした制度や理念の変化が施設職員にどのような影響を与え実践として現れるかを、イギリスの
社会人類学者アーレが調査している。彼女はポルトガルの児童入所施設でフィールドワークを行い、
社会的養護の必要な子ども達の養育を「慈善活動」と捉える世代と、児童の権利条約の理念に影響さ
れ「人権」や「社会的責任」という概念に基づき、専門職として子どもの養育に携わろうとする世代
との間で起こる実践上の摩擦を通じて、民主化後「福祉国家」を目指し社会福祉に関する法律が次々
と整えられながらも、依然として慈善事業に依存せざるを得ず、理念と制度とが大きなギャップを呈
するポルトガルの社会福祉の現状を描きだしている（註２）。
本稿はアーレの調査研究をふまえながら、わが国の児童養護施設をめぐる制度的変化の中で、職員
の「子育て」に対する意識はどのように変化したのか、職員が「子育て」という実践を「仕事」とし
て意識する過程と重ねあわせ、事例を通じて考察したい。
まず児童養護施設での「子育て」の特徴についてまとめてみたい。児童養護施設での「子育て」は
他人同志の間で行われる営みであり、親子間に生じる親密性とは必ずしも同一ではない。入所する子
ども達の背景やニーズによっては多くの労力や奉仕性が要求されることもある。とは言え、日々の営
みの中で醸成された感情面での繋がりは、子ども達に必要な情緒的発達を促すだけでなく、職員の仕
事に対するモチベーションや達成感にも影響している。職員が子ども達とどのような関係構築を行い、
それがどのように保たれているかが組織の安定性にも影響する。
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その一方で児童養護施設の閉鎖性は以前より課題とされていた。そこで、子ども達また職員の地域
活動への参加や、地域への開放等によって児童養護施設が地域社会の子育て資源として理解されるべ
く試みが行われている。労働条件に関しては国の定めたガイドラインに沿う等の措置が講じられてい
る他、近年の子ども達の関わる複雑な問題に対応するために、専門的知識や技術を得るための研修も
導入されている。
こうした状況は、職員の業務に対する意識に変化をもたらしているが、必ずしも職員が様々な業務
に自信を得るまでには至らず、特に最近では業務の困難さに多くの職員が直面している。こうした状
況から児童養護実践の特性を明らかにし、導入される制度が児童養護施設になじむにはどのような点
に注意すべきかを考えてみたい。
３． 研究の対象と方法
本稿で調査対象とした児童養護施設Ｋ園は、定員８０名の大舎制施設である。２０００年に全面的に改築
され、現在モダンな外観を呈している。
私は１９９７年からの１年間、Ｋ園で児童指導員として勤務した経験がある。Ｋ園を退職した後は概ね
長期休暇を利用してボランティアとして関わっている。ボランティアとして関わる現在は、活動時間
や活動内容、また文書類へのアクセスは制限されているが、すでに子ども達や職員との関係がある程
度構築されていることもあり、比較的自由に生活の細部にまで関わることが可能であった。こうした
背景もあり、本稿では調査方法として質的調査法を取り入れ、聞き取りや参与観察を中心に調査を行っ
た。フォーマルな聞き取りは２名の職員に協力をいただいた。Ｋ園で４５年間勤務し１昨年に定年退職
された保育士のＦさん（女性）、現在児童指導員として勤務しているＴさん（女性）である。さらに、
職員との立ち話等のインフォーマル場面での会話もデータとして使用した。また、勤務していた当時
の記録から現在のボランティア活動の中で、研究のテーマにそった事例をＫ園の活動の中から取り上
げている。
４． ３交替制勤務の導入をめぐって
４－１） ３交替制勤務導入以前の様子
Ｋ園の歴史の中で、児童養護実践に対する職員の意識が変化し始めたのは、労働時間を短縮するた
めの３交替制勤務（註３）が導入された時と考えられる。ここではＦさんへのインタビューを通じて、３
交替制勤務導入の前後でＦさん自身が、どのように仕事を意味付けてきたかを取り上げたい。
昭和２７年にＫ園で仕事を始めたＦさんは当時２０歳であった。当時Ｋ園には６７、８名の子どもがおり、
それに対して職員はＦさんを含めて６名であった。物資がそれほど豊かではない社会状況の中で、畑
作業や配給物資の運搬等の力仕事もＦさん達の仕事であり、Ｆさんは「とにかく子ども達を育てるこ
とに必死じゃった」と当時をふり返る。職員は住み込みで働き、家には休憩に帰る程度であった。Ｆ
さんを含む職員は「ほとんど施設におった」ということからも、施設での生活と自分自身の生活との
区切りは、職員自身にも意識されていなかった様である。
児童養護施設職員に対して、私を含めて一般社会は家族、または親子関係をモデルとした役割を当
てはめがちである。当時のＦさんは、子ども達に対してどのような役割で関わっていたのだろうか。
私は、「母親代わりとして子ども達に関わったのかどうか」と尋ねた。Ｆさんは、「歳も近かったし、
母親代わりゆう意識は無かった」と答えられた。それは、ＦさんがＫ園で最初に担当したグループの
子ども達は、２０歳のＦさんとは年齢的に近い中学生が中心であったからである。
しかしＦさんは「子どもに関わりゃぁ関わるだけ、自分が育てんにゃいけんという気持ちが強くなっ
た」という。施設全体の子ども達に関わりながらも、まずは自分の担当する子ども達との関わりが重
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んじられる毎日の生活で、他の女性職員とのライバル意識が生まれてくる。Ｆさんはその時の様子を
次のように述べる。「とにかく私の班の子どもらが他の班の子どもらよりはええように育てたかった
けえね。なんかわるさをしちょってもうちの班の子じゃないみたいにかぼーた（かばった）こともあ
りましたよ」という話からは、子どもが問題行動を起こした時には、まずは子どもの担当職員の判断
が尊重されていたことや、個々の職員の裁量権の広さがうかがえる。
また職員は長時間にわたる共同生活を通じて、個々の子ども達についての様々の角度から様々な関
心を持つ。職員が関心を持つほど、子ども達も職員に心を許し、互いが知り尽くすような関係の中で
子どもの成長が促進される。ＦさんがＫ園に就職してから何年間か担当した子ども達は、現在でも必
ず年に１回はＦさんを囲んでの集まりを行っているそうである。
こうした子ども達との関わりの中で、Ｆさんが培った子ども理解の方法は、「長いこと一緒に住ん
どれば、子ども達のことは大体分かりますいね」という言葉に表される。そしてこの事が子ども理解
の規範として長く児童養護施設では重視されてきたと考えられる。インタビューの間に話題にのぼっ
た、１４歳の女児に関する思い出話しを例として取り上げてみたい。
私がＫ園で勤務していたある日、この女児に父親からの手紙が突然届いた。この手紙を彼女に渡す
かどうかをめぐって職員間で意見が割れたことがある。彼女は４人兄弟の３番目で３歳の時にＫ園に
入所した。長男以外は父親とはそれ以来会っておらず顔もわからない状態であった。思春期をむかえ
当時情緒不安定だった彼女に手紙を渡すことが、さらに彼女を混乱させるのではないかということが
心配されたのである。その時、Ｆさんの「渡してもええじゃろ。」という一言が、職員の意見の相違
に区切りをつけた。Ｆさんはこの兄弟が入所した時から彼女の担当職員であったため、手紙を渡され
た時の彼女の反応が何となくわかったという。
科学的知識は現在の私達が子どもを理解する時には大きな役割を果たす。特に子どもの問題が複雑
化している現在、科学的な知識は不可欠である。しかしその一方で、子どもとの長い関わりや共通の
経験を通じて得られる「勘」が、子どもや子どもの親とのかかわりに行き詰まった時に大いに役立つ
ことがある。こうした「勘」による子ども理解は、長い間児童養護施設で重視され共有されてきた。
そして子ども達との経験の豊富さは、職員の業務に対する「勘」に磨きをかけ、職員の業務に対する
プライドとなっていた様である。
４－２） ３交替制勤務の導入以降の様子
現在、対人援助に関わる仕事の殆どには、４０時間労働を実現するための交代制勤務が導入されてい
る。３交替制勤務の導入によって、児童養護施設が私的な組織ではなく、公的な組織として社会から
評価され、また職員の労働条件を改善し負担が軽減されることになった。
しかし交替制勤務による業務は、ケアの質が２４時間ほぼ一定であるということを外部に保障する一
方で、職員の職務上の自己裁量権や、職員個々人の独自性を制限する。また一つの業務に数人が関わ
ることになり、一人の職員がやるべき仕事も、時間的制限によって他の職員に引き継がなければなら
ない。自らはその業務の最も大事な部分に立ち会うことがなくなることもあり、そのことが仕事上の
達成感を弱めることに繋がるという研究結果がある（註４）。こうした職務の分業化は、子育てに関わる
職員にとってどのような意味をもつのであろうか。
３交替制勤務はＦさんの記憶によれば昭和４０年頃に導入されたということである。当時３交替制勤
務は、Ｆさんを始め職員に大きな動揺をもたらした。職員全員が「泣きの涙で反対した」という。Ｆ
さんは、仕事が楽になるという意識よりも、「とにかく子どもらぁが心配じゃった」そうだ。当時の
様子をＦさんは「家に帰っても落ち着かんからね、そろーっと園に子どもの様子を見にいくんですよ。
ほんなら園長に見つかって『はよ家に帰らんか！』ゆーて、しょっちゅう大叱られくうてね…」とふ
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り返る。
Ｆさんが、３交替制勤務に慣れるまでにはかなりの時間が必要だったそうである。そしてそれに慣
れたころ、児童養護施設での生活が「勤務」として意識されるようになり、子ども達とのかかわりが
「時々しんどいと感じるようになった」ということである。子ども達への関わりが時間的に制限され
ることは、子どもを養育するという実践の中から生まれる満足感を奪い、かえって心理的な負担感を
感じさせることになったと考えられる。
さらに、就業規則に表面上は従いながらも、職員によっては実践の中から生まれる満足感を維持し
ようと試みていた。その一つが時間外労働である。「子どもの生活には終わりがないから…」という
理由で時間外勤務を当然とする職員が存在する。その一方で「仕事は時間内に片付けるようにしない
と」と時間外労働に必ずしも良い評価を与えない職員も存在する。こうした意見を持つ職員に対して、
時間外勤務を当然のことと考える職員からは、「ここ（児童養護施設）の仕事がわかってない」とい
う評価が与えられていた。
３交替制勤務の導入は子ども達と生活する時間を制限し、関係を希薄化することになった。また３
交替制勤務の導入は、職員に子どもとの関わりが「仕事」として意識させることになった。勤務時間
が制限されたために、職員が子ども達との関係構築にこれまで以上にエネルギーを注ぐことになった
が、その方法を巡っては個々の職員が異なる認識を持っているのである。
４－３） 担当制からフロア制へ
週４０時間労働と子ども達との親密な関係構築を行うことを両立させるために、各児童養護施設での
処遇形態は実情に併せて様々な工夫がされてきた。特に「家庭的養護理論」（註５）が提唱されて以来、多
様な入所背景を持った子ども達一人ひとりが、個性や個別性に相応しい配慮を受け、発達が援助され
ることが児童養護実践の目標となったこともあり、目標に到達するより良い方法が模索されている。
Ｋ園では全面改築以前には、男女別に概ね同じ学年でまとめられた５～６人のグループを一人の職
員が担当するという方法が採られていた。この方法は「担当制」と呼ばれていた。Ｋ園では個々の子
どもについての情報や、職員の性格や技能等を考慮しながら職員全員でグループ編成を話し合ってい
た。また職員への過度の甘えや、なれ合いの関係を防ぐために、毎年担当職員と子ども達のグループ
編成を変更していた。
担当制では特定の職員が当該グループの子ども達の生活に責任を持ち、子ども達の生活の大部分に
関わり、緊密な関係を構築することができる。しかし、その一方で子ども達との関係や職員間の人間
関係にストレスを感じさせる状況が生じていた。この事に関する幾つかの事例をＴさんへのインタ
ビューと、私自身が勤務していた当時につけていた記録にもとづいてまとめてみたい。
担当制についてどの様に感じていたかをＴさんに質問したところ、担当制では「担当（職員）の性
格とか個性が、子どもらぁに出ちょったっていうか、それぞれの班がカラーを持っちょったよね。」
と答え、さらに「職員からすれば自分のカラーが出せるけど、その担当の個性に合わん子どもはきつ
かったかもね。」と付け加えた。
新しいグループが編成された当初は、子ども達と職員双方が様子見をしながらも、新鮮さと慣れが
一緒になった時期がしばらく続く。そうした時期に職員にとっては、新たに担当した子どもが問題行
動を起こすことが一番の不安であった。以前に担当していた職員の前では特に問題がなかった子ども
が問題行動を起こすことで、新しく当該児童の担当になった職員は、前の担当職員や他の職員からの
大きなプレッシャーを感じることになる。また、中高生になると、職員からの過度の干渉を防ぐため
に、つかず離れずの関係をとり続けるため、「関係がとれていないのではないか」と職員の方が不安
に陥ることもあった。
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また、職員会議では必ず各グループの部屋の片付き具合が報告されていた。問題行動と部屋の片付
き具合の因果関係が、職員の間で暗黙の了解事項となっていたのである。部屋の片付き具合は担当職
員が子ども達に目を配る度合いを測る指標となり、職員の評価にまで結びついていた。職員の休日に
子ども達が部屋をちらかしても、他の職員は担当の職員の責任として片付けを手伝うことは少なく、
職員によっては子ども達にこまごまと言い聞かせ、部屋をきれいにさせることが実践の主眼となって
いた。
こうした状況の中で職員の最大の関心事は、担当グループの子ども達をうまくまとめられるかどう
かである。特に子どもの問題解決の能力は職員の実力を図る指標となる。さらに勤務以外の時間帯に
子ども達をいかに管理するかは、業務の時間帯にどの様な関わりを持つかに左右される。しかしこの
時、関わり方によっては子ども達へプレッシャーをかけることにもなり、必ずしもよい関係構築を実
現しない。
建物が新築された現在のＫ園では、フロア制という建物の各階ごとに職員を数名ずつ配置し、多く
の子ども達を数名の職員が世話をするという方法を取り入れている。フロア制への移行の理由の一つ
としては、児童福祉施設最低基準以上の子ども一人あたりの床面積を確保するために、子ども達の居
室数を増やしたからであり、職員の増員が期待できない現状では、各居室ごとに職員を配置すること
が難しかったのである。Ｔさんによればフロア制での世話を行い始めた数カ月間の子ども達は、学校
との連絡、物品の貸し出しや外出の許可等、子ども達は誰が自分の担当職員になっているのかが分か
らず、トラブルが多発し落ち着きもなくなったという。しかしＴさんはフロア制の良い面として、特
定の子どもとの相性がどうしても合わない場合や、怒りを抑え難い様な事があった時に、同じグルー
プの他のスタッフに子どもへの対応を任せることができたり、職員同志でより活発な意見交換ができ
るようになったそうである。
Ｋ園では子どもへの緊密な関わりを求める体制の中で、子ども達とだけでなく職員間の人間関係も
緊張感が高くなり、子ども達との関わりをゆるやかにするような体制では、職員間のコミュニケーショ
ンは高まったことが、Ｔさんの話を通じて伺える。担当制の廃止によって、職員はストレスの高い状
況を回避できるようになったが、子どもとの関わりが希薄化することは免れず、このことがいつか大
きなトラブルにつながるのではないかという不安をＴさんに感じさせている。
５． 専門的知識の影響
子ども達の抱える問題が複雑化してきた現在、児童養護施設では心理関係の専門職等の意見を取り
入れながら実践を行っている。こうした他機関・他職種との連携は、児童養護実践の専門性に関する
職員の意識を高めることになっている。
Ｋ園でも、子ども達の複雑な問題に対応するために、カウンセラーのアドバイスをうけながら実践
を行っている。またこれまでの実践を振返るなかで、子ども達の意見を尊重してこなかったり、子ど
も達を押さえつけるような実践が行われてきたのではないかという反省から、できるだけ子どもの要
求を聞くという方針で実践を行うことになった。この新しい実践方針に対して、職員は「受容」と言
う言葉を使っている。
Ｋ園の職員が「受容」という新しい方針での実践に至るきっかけは、不登校になった中学生の存在
であった。Ｔさんによると、当該児童が不登校になった原因として、職員会議の中で「これまで抑え
られていたことが原因ではないか」という意見が出されたそうである。不登校は子ども達が抑圧され
てきたことの反動であり、「今までの膿が出てきている」状態であるとされた。今後の関わりについ
ては「無理矢理にはたらきかけるのではなく、学校に行きたくなるまで待つ」という結論に至ったそ
うだ。
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「受容」する実践は他の子どもへの関わりにも影響していく。現在のＫ園の様子をＴさんは「子ど
もがどっかに行きたいっちゅうたら、すぐにつれて行ったりね…なんか前よりも外出することがすご
い多なった」と述べる。子ども達の要求のままに無際限に働かなければならない状況も起こっている
ようである。Ｔさん自身は、新しい実践方針に必ずしも肯定的な意見を持っているわけではないが、
「でも、Ｙ（不登校をしている児童）もなんか落ち着いてきたけーね…」と、「受容」する実践の肯
定的な面も認めている。
また、ひとり親家庭で子どもを育ててきたというある女性職員は、自分の子どもが「母子家庭の子
ども」ということで恥をかかないように、しつけには気を配り、間違っていることをした時には叱り
つけたこともあったという。彼女は自分自身のこうした子育て方針から、好き放題が許されているよ
うな現状は、Ｋ園の子ども達の将来にプラスになるのだろうかと私に話しかけてきた。子ども達への
関わりには職員全員がこれまで以上に気を配っているにも関わらず、現在の実践方針を必ずしも肯定
的に受け入れられない職員が存在しているというのが、Ｋ園の現状である。このことは児童養護施設
において職業化や専門職化が進む一方で、個々の職員の「子育て」に対する私的な思いが依然として
実践に反映されていると言えるのではないだろうか。
６． まとめにかえて
児童養護施設を安定維持するために整備された法律や規則、あるいは新しい価値観によっても、個々
の職員の「子育て」に関する認識を短期間に変化させることは難しいということが、幾つかの事例を
通じて考えられることである。そしてこのことから、「子育て」が基本的には保守的性質を持つ営み
であることも理解できる。子どもの成長にとって安定した生活は重要である。「子育て」は子どもの
成長に悪影響となる危険を取り除き、安全で安定した環境を提供しようとする営みである。あらゆる
外的変化は潜在的に危険を孕んでいる可能性があり、養育者はどんな新しい試みに対しても不安を感
じてしまう。児童養護施設に入所する児童の背景には不安定な生活があり、生活の安定性が重視され
る児童養護施設ではなおさらのこと、実践における保守性は強固にされていると言えるだろう。こう
した保守的性格をもつ児童養護実践の特性と様々な外部からの要求とのギャップが、現在の業務の難
しさに繋がっているのではないかと考えられる。
Ｋ園という一つの児童養護施設での事例を通じてではあるが、そこから垣間見られる我が国の児童
養護施設の現状について、「社会的養護が必要な子どもを、一人の人間と捉えるという認識が高まっ
ている一方で、そうした子ども達の養育責任を誰がとるのかということが、十分認識され難くなって
いる」（註６）とするアーレの指摘は重要である。子どもだけでなく、一般の人々の権利も同時に守られな
ければならない現代社会の中で、「子ども」の成長と「子育て」を職業とする人々との権利のバラン
スをどのように採ればよいのだろうか。
さらにこのことは社会全体の中で誰が、あるいはどの機関が社会的養護の必要な子ども達の責任を
とるのかという議論にも関わってくる。児童虐待の増加によって児童福祉システム全体を巻き込んだ
分業化が進み、児童養護施設もシステム全体の一部としての役割が要求され始めた。児童養護施設が
ネットワークの一機関として関わることが求められている現在、虐待を受け親と別々の生活を送るこ
とになる子ども達の養育責任は誰が、どの機関が負うべきか、ということは十分に検討されなければ
ならない。
子どもを養育するのに必要な関係性とはどのようなものか、職員としての適切な態度を保ちながら
も、子ども達が児童養護施設での人間関係に、喜びを得られるような援助関係をどのように保つのか
という課題は常に問われなければならない。そのために職員が、子どもを気づかい世話するという営
みを促進し保障する仕組みを、制度としてどのように実現するかが今後の課題となるであろう。
内本 充統
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本稿ではデータの解釈が一面的であったことや、児童養護実践の仕事として意味付けに関する、男
性職員と女性職員、あるいは児童指導員、保育士という業種の違いの可能性について十分に考察する
ことができなかったが、こうした課題については今後の調査によって明らかにしていきたい。
最後に、私のわがままに快く応じてくださった、Ｆさん、Ｔさんをはじめ、今でも私を受け入れて
くれているＫ園の職員や、子ども達に感謝を申し上げたい。
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A Case Study of Children’s Residential Care Homes
Michito Uchimoto
Working at children’s home is said to be very demanding and challenging, and this has caused public and
professional concern. The study examined the factors that are likely to contribute to make staff felt difficulties
focusing on the conceptual changes about child care in relation to the change of the legislation and the
development of specific knowledge on children and child care.
The question which will be addressed towards the end of this article is the idea of who, or which professional
agency is ultimately responsible for the children in residential care.
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